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教祖 140 年祭に向かって
―布教―　とにかく実践「日常化と積み重ね」

第 589 号

す
べ
て
お
た
す
け    

す

べ

て

喜

び     北

海
道

教

区

     

5月の

立教 18 6 年６月２日
於　教務支庁

圡佐剛直 本部たすけ委員会委員

教区支部が力を寄せ合って
ようぼく一人ひとりが
教祖のひながたを実践

ようぼく一斉活動日  本部巡回

　

6
月
2
日
、
お
ぢ
ば
よ
り
圡
佐
剛
直
（
と
さ 

た
け
な
お
）
本
部
た

す
け
委
員
会
委
員
に
ご
来
庁
い
た
だ
き
、
全
道
か
ら
主
事
、
支
部

長
、
支
部
実
務
担
当
者
、
教
区
役
職
員
が
教
務
支
庁
に
参
集
し
て
、

本
年
10
月
29
日
よ
り
3
年
間
で
5
回
開
催
さ
れ
る
「
よ
う
ぼ
く
一

斉
活
動
日
」
の
本
部
巡
回
を
受
け
た
。

　

奥
村
教
区
長
は
、「
お
ぢ
ば

か
ら
活
動
の
お
打
ち
出
し
を
頂

き
、
お
互
い
は
初
め
て
の
こ
と

で
混
乱
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
自
分
た
ち
で
そ
こ
に
心
を

乗
せ
て
頂
い
て
、
ぜ
ひ
建
設
的

に
考
え
、
行
動
し
て
頂
き
、
お

ぢ
ば
の
思
い
に
心
を
寄
せ
て
共

に
、
こ
の
活
動
を
つ
と
め
さ
せ

て
頂
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
圡
佐
委
員
よ
り
「
よ

う
ぼ
く
一
斉
活
動
で
あ
り
ま
す

が
年
祭
活
動
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
、
よ
う
ぼ
く
一
人
ひ
と
り

が
、
教
祖
年
祭
に
向
か
う
自
覚

を
高
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
切
っ

て
成
人
の
歩
み
を
進
め
る
。
こ

れ
が
年
祭
の
一
つ
の
動
き
に

な
っ
て
く
る
。

　

2
月
ま
で
本
部
巡
教
、
先
月

ま
で
全
教
会
へ
の
一
斉
巡
教

が
行
わ
れ
、
直
属
系
統
で
よ
う

ぼ
く
の
方
々
の
丹
精
が
進
め
ら

れ
た
が
、
よ
う
ぼ
く
の
方
々
が

教
祖
の
思
い
に
お
応
え
し
よ
う

と
動
く
の
は
、
住
ん
で
い
る
地

域
な
の
で
支
部
活
動
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
。

　

こ
の
一
斉
活
動
日
や
、
ひ
の

き
し
ん
デ
ー
、
に
を
い
が
け
デ
ー

と
他
の
一
斉
活
動
日
に
、
教
区

支
部
が
力
を
寄
せ
合
っ
て
、
よ

う
ぼ
く
一
人
ひ
と
り
が
教
祖
の

ひ
な
が
た
を
普
段
か
ら
実
践
で

き
る
よ
う
に
声
を
掛
け
合
い
、

ま
た
励
ま
し
合
う
と
い
う
と
こ

ろ
に
、
こ
の
一
斉
活
動
日
の
意

味
合
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

こ
の
日
一
日
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
て
、
常
に
お
互
い
が
心
を

掛
け
合
っ
て
、
声
を
掛
け
合
っ

て
教
祖
の
年
祭
に
向
か
っ
て
歩
ま

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け

で
あ
り
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
、
引

き
続
き
開
催
要
項
に
沿
っ
て
、
趣

旨
説
明
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
質
疑
応
答
で
は
、
開

催
に
向
け
て
の
疑
問
点
や
不
安
な

部
分
を
圡
佐
委
員
に
お
答
え
い
た

だ
い
た
。
最
後
に
三
幣
事
務
局
長

よ
り
諸
説
明
が
な
さ
れ
、
本
部
巡

回
を
終
了
し
た
。

　

ま
た
、
終
了
後
に
は
、
実
務
担
当

者
情
報
交
換
の
場
を
設
け
、
今
後
の

計
画
や
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
し
、
支
部
の
抱
え
る

懸
案
事
項
、
地
域
性
に
応
じ
た
実
状

な
ど
に
つ
い
て
ね
り
あ
い
を
重
ね

た
。【会場】　全支部に会場が設けられます　※ 8月に発表予定

【開催日】　第 1回 2023 年 10 月 29 日 （全 5回開催）
【参加御供】　300 円
【プログラム】
１．開会挨拶
２．おつとめ
３．諭達拝読　※諭達をご持参ください
４．教会本部からのビデオメッセージ
５．会場ごとのプログラム
６．閉会挨拶

（お子様同伴の場合、中学生以下は不要です）
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ま
な
び
ば

　

6
月
3
日
〜
4
日
、
紋
別
支
部
で

「
ま
な
び
ば
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ま
な
び
ば
」
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
活
動
を
メ
イ
ン
と
し
、
親
睦
を
深

め
た
り
、
教
え
の
一
端
を
お
話
頂
い

た
り
す
る
、学
生
層
育
成
行
事
で
す
。

毎
年
本
部
学
生
担
当
委
員
会
に
て
考

案
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
に
構
成

し
、今
回
は
「
た
す
け
あ
い
」
を
テ
ー

マ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

1
日
目
は
親
睦
を
中
心
に
置
き
、

お
つ
と
め
練
習
や
、
暗
中
で
ル
ミ
カ

ラ
イ
ト
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
朝
の
ゴ
ミ
拾
い
ひ
の
き

し
ん
に
始
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

班
員
同
士
の
悩
み
ご
と
を
相
談
を
し

あ
っ
て
、た
す
け
あ
い
の
心
を
培
い
、

ス
タ
ッ
フ
に
教
理
を
お
話
い
た
だ
い

　

6
月
18
日
、
お
ぢ
ば
に
て
管
内
学

校
に
通
う
北
海
道
教
区
の
学
生
を
対

象
と
し
た
2
度
目
の
学
生
会
交
流
行

事
を
開
催
し
た
。

　

事
前
に
は
、
学
生
担
当
委
員
長
が

寮
ま
わ
り
を
行
い
、
管
内
高
校
生
と

学 

生 

会

て
、
陽
気
ぐ
ら
し
に
向
か
う
大
切
な

か
ど
め
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
学
生
は
5
名
、
内
1
名
は
未

信
者
の
方
で
し
た
が
全
員
あ
ま
り
緊

張
感
を
持
た
ず
、
終
始
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
様
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
受
講
し
て
く
れ
た
学
生
の
皆

さ
ん
が
感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と

が
、日
々
の
生
活
の
中
で
役
に
立
ち
、

信
心
の
一
助
と
な
れ
ば
有
難
い
と
思

い
ま
す
。              　
（
学
担　

髙
橋
）

直
接
会
っ
て
お
誘
い
を
し
て
き
た
。

　

当
日
は
、
ゲ
ー
ム
や
自
己
紹
介
を

し
た
り
、
本
部
学
生
会
の
行
事
で
ひ

の
き
し
ん
と
お
つ
と
め
に
参
加
。
ま

た
網
走
詰
所
に
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
交
流
を
深

め
、
お
ぢ
ば
に
北
海
道
出
身
の
仲
間

が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

笑
顔
溢
れ
る
行
事
と
な
っ
た
。

　

5
月
29
日
、
上
川
（
柴
田
正
慶
隊

長
）・
旭
川
（
松
下
裕
紀
隊
長
）・
富

良
野
（
今
井
宏
輔
隊
長
）
3
支
部
隊

に
よ
る
合
同
災
救
隊
訓
練
を
愛
別
町

の
ア
ウ
ル
の
森
（
代
表 

橋
本
宗
則
北

愛
分
教
会
長
）
に
て
実
施
。
17
名
（
上

川
5
名
、
旭
川
8
名
、
富
良
野
4
名
）

の
隊
員
が
参
加
し
た
。

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
取
り
扱
い
を
学

び
、
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
事
と
、
近
隣
地
域
の
3
支
部
合
同

で
訓
練
を
実
施
す
る
事
で
横
の
つ
な

が
り
を
強
固
に
し
、
有
事
の
際
の
連

携
を
深
め
、
各
支
部
隊
員
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
事
を
訓
練
目

的
と
し
た
。

　

結
隊
式
で
は
、
三
幣
教
区
隊
長
挨

拶
を
寺
澤
副
隊
長
が
代
読
。

　

訓
練
で
は
、
講
師
に
里
山
部
代

表
の
清
水
省
吾
さ
ん
を
お
招
き
し
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
な
取
り
扱
い

を
学
び
、
玉
切
り
実
践
を
行
っ
た
。

　

玉
切
り
は
伐
倒
の
技
術
に
も
応
用

で
き
る
高
度
な
技
術
を
学
び
実
践
し

て
、
講
師
に
よ
る
伐
倒
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
し
集
材
を

行
っ
た
。
最
後
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
学
び
、
刃

の
目
立
て
の
実
践
を
行
っ
た
。

３
支
部
隊
合
同
訓
練 

                 　
　

   

災　

救　

隊

取扱い講習後に実践練習を

　

実
際
の
訓
練
で
は
使
用
経
験
の
有

無
に
関
係
な
く
、
講
師
の
指
導
の
下
、

皆
が
一
致
団
結
し
て
真
剣
に
取
り
組

ん
だ
。

　

昼
食
は
生
活
班
（
上
川
5
名
、
旭

川
2
名
）
が
、
有
事
を
想
定
し
た
炊

き
出
し
訓
練
を
実
施
し
、
美
味
し
い

食
事
を
提
供
。

　

受
講
隊
員
か
ら
は
、「
大
変
有
意
義

な
訓
練
で
、
毎
年
定
期
的
に
様
々
な

訓
練
を
実
施
し
て
欲
し
い
」、「
近
隣

支
部
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
れ
た
の
が
良
か
っ
た
」
な
ど
の

意
見
が
あ
っ
た
。

　

支
部
隊
長
は
、「
訓
練
で
誰
一
人
怪

我
す
る
こ
と
な
く
無
事
終
了
で
き
た

事
を
親
神
様
・
教
祖
に
感
謝
申
し
上

げ
、
来
年
以
降
も
3
支
部
合
同
で
急

事
を
想
定
し
た
様
々
な
訓
練
を
実
施

し
て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
意
気

込
み
を
熱
く
語
っ
て
頂
い
た
。

　
「
網
走
詰
所
で
の
BBQ
で
た
く
さ
ん

食
べ
な
が
ら
色
ん
な
話
を
し
て
盛
り

上
が
り
、
最
後
は
水
風
船
を
使
っ
て

夏
ら
し
い
ゲ
ー
ム
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
み
ん
な
が
楽
し
そ
う

で
、
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
空
間

で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
子
達
が
準
備

を
し
っ
か
り
し
て
く
れ
て
い
た
か
ら

こ
そ
だ
と
思
い
ま
し
た
。」
と
大
阪

か
ら
参
加
し
た
境
真
理
学
生
担
当
ス

タ
ッ
フ
が
所
感
を
述
べ
た
。

おぢばにて交流会

紋養分教会前にて

グループワーク
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教祖 140 年祭に向かって
―たすけあい―　悩みに寄り添い向き合う「親身の支援」

― 
小
樽
支
部
長
　
荒
川 

善
孝 

―    
雑
　
感

　

は
じ
め
て
教
務
支
庁
を
訪
れ
た
の

は
、
昭
和
35
年
9
月
の
記
念
祭
の
時

で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
昭
和
40
年

ま
で
、
札
幌
の
大
倉
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ

に
近
い
荒
井
山
で
開
か
れ
て
い
た
天

理
教
体
育
大
会
冬
季
大
会
に
出
か

け
、
競
技
に
出
た
こ
と
は
無
か
っ
た

が
、
豚
汁
を
よ
ば
れ
た
こ
と
だ
け
は

覚
え
て
い
る
。
体
育
大
会
は
春
季
・

夏
季
・
冬
季
が
あ
り
、
冬
季
大
会
は

二
代
真
柱
様
が
お
出
直
し
さ
れ
た
翌

年
の
昭
和
43
年
ま
で
、
15
回
続
け
ら

れ
た
。
第
1
回
冬
季
大
会
は
昭
和
29

年
1
月
13
日
に
小
樽
市
の
小
樽
公
園

に
て
大
々
的
に
開
催
さ
れ
、
大
会
総

裁
の
二
代
様
と
、
ご
来
賓
の
高
松
宮

様
が
ご
臨
席
下
さ
っ
た
。
お
二
方
の

ご
宿
泊
先
の
森
邸
の
玄
関
前
で
撮
ら

れ
た
お
写
真
が
、
小
樽
天
理
教
館
の

神
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

自
教
会
に
戻
っ
た
昭
和
51
年
の
5

月
、
教
務
支
庁
本
館
裏
手
の
古
住
宅

の
解
体
ひ
の
き
し
ん
に
参
加
し
た
。

2
日
が
か
り
で
行
わ
れ
、
初
日
の
夕

食
後
慰
労
を
し
て
下
さ
り
、
薄
野
に

繰
り
出
し
て
、
一
人
200
円
を
支
給
さ

れ
パ
チ
ン
コ
に
興
じ
た
。
そ
れ
か
ら

安
そ
う
な
居
酒
屋
で
、
カ
ラ
オ
ケ
は

ま
だ
無
か
っ
た
が
、
皆
で
歌
を
存
分

に
唄
っ
た
。

　

そ
の
時
か
ら
50
年
近
く
が
経
過

し
、
今
、
支
部
長
会
議
に
出
席
さ
れ

る
方
々
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
い
つ

の
ま
に
か
自
分
が
一
番
年
頭
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
、
は
た
と
気
が
付
い

た
。

　

ほ
ぼ
50
年
間
の
諸
行
事
、
諸
活
動

に
つ
い
て
ざ
っ
と
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
や

に
を
い
が
け
デ
ー
の
よ
う
に
、
今
後

も
存
続
し
て
行
く
と
思
わ
れ
る
行
事

が
あ
る
一
方
で
、
冬
季
大
会
の
よ
う

に
、15
年
で
終
了
し
た
行
事
も
あ
る
。

社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
消
え
て

い
っ
た
行
事
は
多
い
が
、
そ
の
時
々

に
適
合
し
た
有
効
な
行
事
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
数
え
上
げ
れ
ば
、
何

十
に
も
な
る
に
違
い
な
い
。

　

教
区
合
唱
団
が
発
足
し
て
23
年
目

に
な
る
。
教
区
の
合
唱
の
灯
を
絶
や

し
て
は
な
ら
な
い
と
、
今
も
毎
月
続

け
て
い
る
。

　

本
教
の
合
唱
活
動
は
、昭
和
30
年
、

天
理
教
音
楽
研
究
会
の
設
立
と
と
も

に
始
ま
っ
た
。
三
代
真
柱
様
が
、
作

曲
の
師
で
あ
る
山
田
耕
筰
氏
の
ご
助

言
を
頂
か
れ
て
始
め
ら
れ
た
と
聞

く
。
ち
な
み
に
キ
リ
ス
ト
教
で
は
旧

教
新
教
問
わ
ず
、
合
唱
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
イ
エ
ス
や
パ

ウ
ロ
が
、
合
唱
を
用
い
よ
と
命
じ
た

わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も

宗
教
と
文
化
活
動
は
、
密
接
な
関
係

が
あ
る
。
北
海
道
教
区
で
「
お
う
た

演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
た
の
は
平
成

13
年
で
あ
る
。「
お
う
た
」
が
北
海

道
ま
で
波
及
す
る
の
に
40
年
を
要
し

た
。
ま
だ
ま
だ
多
く
の
教
区
が
「
お

う
た
」
と
は
無
縁
の
状
態
に
あ
る
。

●
南
空
知
支
部

　
　

第
2
回
支
部
交
流
会

　

南
空
知
支
部
（
中
川
俊
章
支
部

長
）
で
は
、
5
月
31
日
、
栗
山
分
教

会
で
第
２
回
支
部
交
流
会
を
開
催
。

教
会
長
夫
妻
、
後
継
者
夫
妻
と
参
加

者
を
限
定
し
て
感
染
対
策
を
講
じ
、

35
名
が
参
加
し
た
。

　

よ
ろ
づ
よ
八
首
ま
な
び
に
始
ま

り
、
支
部
長
挨
拶
、
会
務
・
会
計
報

告
な
ど
が
あ
り
、
続
い
て
の
ね
り
あ

い
で
は
、
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
、

今
後
の
年
祭
活
動
や
次
回
以
降
の
支

部
交
流
会
へ
の
ア
イ
デ
ア
、
ど
う
し

た
ら
神
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
か

等
の
様
々
な
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
。

●
函
館
支
部

　
　

少
年
会 

席
書
大
会

　

函
館
支
部
（
内
田
誠
司
支
部
長
）

で
は
、
5
月
28
日
、
北
稜
分
教
会
に

て
、
支
部
少
年
会
の
席
書
大
会
を
行

い
ま
し
た
。

各 

地 

の 

動 

き

　

ま
た
、
今
年
8
月
27
日
開
催
さ
れ

る
教
区
婦
人
会
主
催
の
『
27
ス
マ
イ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』、
10
月
29
日
の

『
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
』
の
要
項

が
併
せ
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

担
当
者
は
「
皆
、
一
所
懸
命
に
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
習
字
は
練

習
す
る
ご
と
に
上
手
に
な
り
、
上
達

の
早
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。」
と
コ

メ
ン
ト
。

　

参
加
者
は
少
年
会
員
12
名
、
育
成

会
員
6
名
で
し
た
。

　

作
品
は
〝
み
ち
の
子
作
品
展
″
に

出
展
し
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
下
さ

い
。

お
や
さ
と
や
か
た
南
右
第
2
棟
に
て

7
月
26
日
13
時
〜
8
月
6
日
の
展
示

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

みんなで楽しく
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北
海
道
教
務
支
庁
日
誌
抄

6
月
1
日　

青
年
会　

M
eets!

　
　

2
日　

一
手
一
つ
お
願
い
づ
と
め

　
　
　
　
　

支
部
長
会
議

　
　
　
　
　
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
本
部
巡
回

　
　
　
　
　
　
　

圡
佐
剛
直
た
す
け
委
員
来
庁

　
　
　
　
　

地
方
委
員
会
議

　
　

4
日　

札
幌
中
南
支
部
例
会

　
　

7
日　

し
ら
ゆ
き
会
例
会

　
　

10
日　

お
う
た
合
唱
団
練
習

　
　

19
日　

会
計
部
会
議

　
　

21
日　

少
年
会
会
議

　
　

23
日　

教
区
長
帰
本

　
　

25
日　

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
明
会（
本
部
）

　
　
　
　
　

教
区
長
会
議

　
　

26
日　

本
部
月
次
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
　

運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

主
事
会

　
　

27
日　

教
区
長
帰
庁

　
　

28
日　

布
教
部 

布
教
の
家
実
行
会

　
　

29
日　

や
ま
び
こ
会

　
　
　
　
　
教
務
支
庁 

ふ
せ
こ
み
ひ
の
き
し
ん

　
　

30
日　

た
す
け
推
進
会
議

新
教
会
長
さ
ん
紹
介

十
勝
支
部　

北
吉
野
分
教
会
（
岐
美
）

　
　

奉
告
祭　

7
月
16
日

奥村 重幸  氏
83 歳

（
令
和
5
年
5
月
26
日
お
運
び
）

函
館
支
部　

北
治
分
教
会
（
敷
島
）

　
　

奉
告
祭　

6
月
3
日

佐藤 一貴  氏
35 歳

小
樽
支
部　

丹
元
分
教
会
（
敷
島
）

　
　

奉
告
祭　

6
月
11
日

新井田 久枝  氏
85 歳

訃
　
報

　
　

立
教
一
八
六
年
・
令
和
５
年

　・
福
井　

正
子    

様　

4
月
19
日
出
直（
91
歳
）

　

徳
俵
分
教
会
長　

                  （
釧
根
支
部
）

・
本
田  

美
年
子  

様　

4
月
25
日
出
直（
95
歳
）

　

岩
内
町
分
教
会
前
会
長
夫
人　
（
倶
知
安
支
部
）

・
澤
田  

フ
ミ
子  

様　

5
月
17
日
出
直（
91
歳
）

　

名
美
分
教
会
長
夫
人         　
（
宗
谷
支
部
）

・
大
山  

フ
テ
ヨ  

様　

5
月
20
日
出
直（
96
歳
）

　

網
誠
分
教
会
前
会
長　

         （
旭
川
支
部
）

　・
竹
田　

松
江    

様　

6
月
2
日
出
直（
78
歳
）

　

辺
別
分
教
会
前
会
長
夫
人　

 （
旭
川
支
部
）
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支
部
総
会
報
告

●
ふ
せ
こ
み
ひ
の
き
し
ん

  　
　

教
務
支
庁
に
て
毎
月
29
日

3 階の窓ふきを

5月の

ベランダの掃除

●
空
知
支
部

　

空
知
支
部
（
髙
橋
洋
治
支
部
長
）
で

は
、
5
月
28
日
、
新
十
津
川
分
教
会
を

会
場
に
、
奥
村
尚
人
教
区
長
を
お
迎
え

し
て
、
支
部
総
会
を
開
催
。
92
名
（
教

会
長
24
名
、
よ
う
ぼ
く
43
名
、
少
年
会

19
名
、
他
6
名
）
が
参
加
。

　

髙
橋
支
部
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
後
、

鳴
物
を
入
れ
て
よ
ろ
づ
よ
八
首
を
総
立

ち
で
つ
と
め
た
。

　

奥
村
教
区
長
の
記
念
講
話
で
は
、
御

自
身
の
体
験
に
基
づ
く
布
教
の
大
切

さ
、
お
つ
と
め
の
理
に
つ
い
て
の
お
話

を
し
て
く
だ
さ
り
、
教
祖
年
祭
に
向
け

て
の
勇
み
心
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
を

受
け
、
支
部
長
が
年
祭
に
向
け
て
の
決

意
を
述
べ
た
。

●
天
龍
支
部

　

天
龍
支
部
（
松
下
敏
孝
支
部
長
）

で
は
、
6
月
４
日
に
雨
龍
大
教
会
を

会
場
に
４
年
ぶ
り
の
支
部
総
会
を
開

催
。
59
名
が
参
加
し
た
。

　

式
典
で
は
、
お
願
い
づ
と
め
の

後
、
よ
ろ
づ
よ
八
首
を
総
立
ち
で
つ

と
め
、
奥
村
教
区
長
の
ビ
デ
オ
講
話

を
視
聴
。
続
い
て
神
殿
内
の
窓
拭
き

ひ
の
き
し
ん
を
行
っ
た
。

　

第
２
部
の
喜
び
の
広
場
で
は
、
参

加
者
全
員
で
す
き
焼
き
を
囲
み
、
抽

選
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
と
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
た
。

ふせこみひのきしんの様子

　

支
部
総
会
は
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
で

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
す
教
友
も
多

く
、
喜
び
に
溢
れ
た
総
会
と
な
っ
た
。

　

教
祖
140

年
祭
に
向

か
う
三
年

千
日
。
天

龍
支
部
に

つ
な
が
る

一
人
ひ
と

り
が
、
一

手
一
つ
に

教
祖
ひ
な

が
た
の
実

践
を
誓
い

合
っ
て
解

散
し
た
。


